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評価結果確定日

グループホーム朝茶Ⅱは、「地域との絆を深めて安心安全、人格尊重
と思いやりのある介護」を基本理念に掲げ、地域住民の方々との交流
を深め、地域に根ざしたグループホームとなるように心掛けていま
す。また、毎日の朝礼時には基本理念を唱和し、職員ミーティング等
を利用して人格尊重の重要性を確認しています。全てのご利用者が、
安心安全の暮らしの中で、その人らしく過ごす事が出来るように、
日々ご利用者と向き合いながら職員一同力を合わせ、常に最適な介護
を心掛けて取組んでいます。

http://www.kaigokensaku.jp/

事業所は平屋建て２ユニット体制となっている。敷地内に別棟のグ
ループホームも運営されている。事業所の周囲は新興住宅地でありな
がら旧家や田畑が残り、視界が広がって明るい環境である。また、整
形外科内科の協力病院が隣接しているので健康面での安心感が得られ
る。事業所理念｢地域との絆を深め安心安全、人格尊重と思いやりの
ある介護｣の具体化と質の良い介護の提供を目指しており、介護実践
を具体化する独自のマニュアルを備えて職員研修や指導を行い、職員
は次のステップとして利用者が約束事に縛られず、その人らしさを保
てるように「考える介護」を目指したケアに努めている。また、地域
において開催している事業所主催の「脳トレ教室」は地域住民に定着
しており、「地域防災計画」については相互扶助であるとして積極的
に参加協力する意思が感じられ、地域との関わりも大切にしている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会

福岡県春日市原町３－１－７

グループホーム朝茶Ⅱ

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

2

運営推進会議は２ヶ月毎に開催し、利用者や
サービスの実際、事業所の運営について報告
している。委員からの意見は少ないが、外出
傾向のある利用者に「迷子の名札を下げた
り、背中に名前を書く」などの意見が出たこ
とがあった。会議では質問に答え、出された
意見は利用者本位に検討を行っている。

行政には日頃から運営に関して報告を行って
いる。特に、対応困難な入居者の対応等につ
いては関係者の協力を得ながら解決できるよ
う相談を行っている。町が開催している福祉
ネットワークに参加して情報収集や交流を
行っている。

4

会議では利用者の現況報告支援の取り組みに
ついて報告している。また、助言を受けサー
ビスに反映させたり評価についての説明や報
告も行っている。

5

平成２３年から発足した粕屋町主催の福祉
ネットワークの集まりに参加しており、地域
関係者との面識も出来て良い協力関係が出来
ていると思っている。

―3

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

事業所の理念「地域のきずなを深め安心安
全、人格尊重と思いやりのある介護」は、
ミーティングで職員と一緒に一部の利用者も
参加して唱和し、管理者と職員は日々具体的
な実践について話し合い、理念の共有を行っ
ている。

外部評価

56

職員は利用者の外出傾向を把握し、玄関付近
での諸動作等の見守りや声かけをしたり、気
分転換に一緒に散歩等に行っている。骨折後
の利用者１名に対し、急な動作を防止するた
め、居間にいる間は腰ひもを椅子にかけて過
ごしてもらっているが、無理やりさせるよう
な事はなく、職員が話しかけたり、適宜立位
訓練を行い、毎回トイレでの立ち上がりや排
泄訓練等に取り組んでいる。

4

毎月行っているミーティングでも積極的に重
要議題としてに取り上げている。玄関やベラ
ンダを網戸にして開放し、抑圧感のない暮ら
しをめざしている。

地域密着の事業所として、利用者は同じ町内
の住民であるため町内の敬老会にも出席させ
てもらっている。散歩中は顔見知りの方から
お花をいただいたり声をかけていただいたり
暖かく良い関係が出来ている。

1

2

理念は職員間の公募で定め施設ホールに掲示
している。毎朝の申し送り時に唱和し、職員
全体に意識づけを行っている。

地域の協力がなければ利用者の安心安全な生
活は守れない、という思いで地域との相互的
な協力関係を大切にしている。町内会行事に
参加するなど日頃の付き合いを大切にしてい
る。公民館で「脳トレ教室」を定期的に開催
するボランティア活動を行っており、参加者
も定着している。

事業所の職員が行っている地区の高齢者対象
の脳トレーニング教室を継続しており、地域
の高齢者の暮らしに役立っていると思う。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

10

家族会や家族来所の折に出来るだけ親しく声
をかけ、意見を聞いたり思いを汲み取るよう
にしている。また玄関にはご意見箱を設置し
ており自由に意見を受け付ける準備がある。

7

職員は、日々利用者に話しかけたり話を聞い
たりしており、利用者は自由に意見や希望等
を伝える機会がある。トイレ前のカーテン設
置、玄関に靴ベラを置く、玄関に手洗い場が
欲しい等の要望があり、可能な範囲で対応し
ている。要望を検討し、全部を反映させるこ
とはできないが、事業所は利用者の意見を運
営に反映させるよう努めている。

9

入所時の契約は利用者や家族と対面し、項目
毎に説明を行い、質問を受けながら理解を深
め納得を図っている。また、重度化や将来の
経済的な不安などについても話し合い理解を
深めている。

8

―

職員は研修計画に沿ってミーティングで研修
を行っている。ご家族にも家族会において制
度についての説明を行っている。当施設には
入所後に成年後見人制度を利用した方があ
り、職員は弱者を守るための制度についても
理解を深めている。

6

管理者は、職員に対しては成年後見制度の理
解と制度の活用が円滑にできるように資料を
備え、計画的に内部研修を行っている。ま
た、家族には年２回開催される家族会や運営
推進会議等の機会に説明を行ない、活用支援
や協力を行っている。

11
毎月の定例ミーティングでは代表者も必ず出
席し、職員との意見交換が出来ており業務運
営に反映させている。

8

管理者・看護師はミーティングや雑談で意見
を聞いたり個人面談を不定期に行い、要望や
意見を引き出すように努めている。ゴミ出し
の効率化のために大型台車を導入したり、職
員の実力に合わせた研修や職員の事情に合わ
せたシフトを工夫するなど、職員の意見を運
営に反映している。

12

３ヶ月に１回程度の職員は自己評価を行い管
理者へ提出し、職員の勤務状況や勤務意欲な
どを把握する。また、必要に応じて面談を通
じ助言行ったり、時には懇親会を催すなど職
場環境の整備に努めている。

―

―7

年間研修計画を定めミーティングで内部研修
に取組んでいる。介護現場で起こり得る事例
などについても話し合いを行い不適切なケア
の防止に取り組んでいる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

職員採用については、応募者はすべてその対
象とし、個性や長所を大切に考え採用。本人
の能力が発揮できるよう人材育成に努めてい
る。

9

10

採用時の差別的な条件はなく、採用後には本
人の能力・経験に応じたオリエンテーション
を行い、職員がその能力を発揮して働くこと
ができるようにしている。職員が変わる場合
は引き継ぎ期間を設け、資格取得を希望する
職員については勤務シフトを工夫する等の配
慮を行っている。

人権教育については、特に高齢者に限定せ
ず、様々な差別問題や虐待防止等について、
全員に対し研修を行うとともに、利用者の人
格尊重と思いやりについて日々職員同士も取
り組んでおり、利用者に伝わるような支援を
目指している。

15

各職員の力量や介護意識・知識を把握し、
個々に助言・指導を行っている。機会を捉え
ては外部研修の照会や研修参加を応援してい
る。

―

14
年間研修計画としてミーティングにて人権に
ついての研修を行っており、利用者、職員そ
れぞれの人権尊重を確認している。

13

17

利用者本人の生活暦や習慣などの理解を深
め、本人の思いに耳を傾けることを第一と
し、笑顔が見られるサービスを心掛けてい
る。

―

16

粕屋町のケアマネージメントネットワークの
集いでは同業者と交流が出来て意識の向上が
図れる。また、当事業所は別事業所のグルー
プホームがあり、交流により得られる知識な
どによりサービスの向上に役立っている。

―

18
利用者本人と家族との関係を理解した上で家
族の思いを受け止め、双方それぞれの不安が
無い関係作りを心掛けている。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19

本人・家族にそれぞれ面談を行いそれぞれの
思いを理解した上で、そのときに応じた介護
の優先順位を定めプランを立ててサービスの
実施を行っている。

―

21

毎月の朝茶通信でホームでの生活状況を報告
し、入所中の様子の理解を求め、必要な支援
については協力をお願いしている。家族来所
の折の面談も心がけ、家族との協力体制を大
切にしている。

20

本人できることや好きなことを知り、日常生
活に反映させ、家事手伝いをしていただいた
り、楽しくレクを行ったり、共に過ごす支援
を行っている。

―

―

23

いつも見守りを心掛け性格や好み相性などを
考えて座席を定め、利用者同士が和やかに過
ごせるように配慮している。利用者間のトラ
ブルも職員が仲介し共に生活が楽しめるよう
に努めている。

―

22

各利用者のこれまでの家族関係や交友関係を
理解し、アルバムを見て話題づくりをした
り、年賀状作りを手伝ったりして、馴染みの
人とのつながりを大切にしている。

11

入居時に利用者家族から交友関係を把握し、
手紙や暑中見舞い、年賀状作りを勧め支援し
ている。一人暮らししていた頃の話し相手や
民生委員の訪問があったり、町内の敬老会等
行事に参加することもあり、人や馴染みの場
所との関係継続への支援を行っている。

24

入院で一時支援から外れるが入院中の本人を
見舞ったり、家族と連絡を取り経過を見守
り、退院後の方針などフォローを続けてい
る。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

入所時出きるだけ詳しく生活暦を聞くように
している。また、入所前本人の家族に回想
ノートの記入をお願いしている。医療面では
医療情報提供書により病状を把握している。

利用者の思いを傾聴し、表情や素振りで本人
の思いを読み取ったり、いくつかの選択を提
示するなど本人本位の支援に努めている。

12

日々の関わりの中で利用者の思いや意向につ
いて、声をかけ把握するようにしている。意
思疎通が困難な利用者には、過去のことや家
族の推し量った意見等を参考にしながら本人
支援に努めている。また、利用者の思いは家
族と共有するようにしている。

申し送り、ホーム日誌、生活パターン表、介
護日誌により現状の把握を行っており、一部
担当制も実施し細かい観察や状況の把握に努
めている。

―

13

利用者本人がどのような人生を辿ってきた
か、また、今後不安なく生活ができるよう、
心身両面から課題を取り上げることを中心と
し、ケアプランの原案を作成している。半年
毎の作成だが、普段思いを語らない利用者が
就寝前などに漏らした内容を忘れずに会議等
で取り上げ、ケアプランの見直しに随時反映
している。家族からプランの了解時に署名・
捺印をいただいている。

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

―

30

医療受診は本来家族対応になっているが緊急
時や家族対応不可の場合は職員が対応してい
る。普通食摂取困難者にはきざみやとろみ食
の提供、男性職員による入浴介護拒否の利用
者にはシフト業務変更で対応している。

28

介護計画は毎月のミーティングで問題点につ
いて話し合いをしたり、利用者担当職員やケ
アマネで討議を行い計画を立てたり、見直し
を行ったりしている。

27

―

25

29

生活パターン表でその日の生活リズムを把握
し、行動の詳細については介護記録に記入、
内容を共有して問題があれば計画の見直しを
している。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

―

入所後の主治医は家族・利用者本人の希望に
沿って決めており、継続して適切な医療や健
康指導が受けられるように努めている。受診
等は家族が付き添っている。事業所が作成し
ている受診連絡票で発症の時期や症状の経過
などを報告し、診断や検査結果・医師の指示
等を家族・主治医と相互に確認し情報共有を
図っている。

15

33

36 ―

重度化や終末期に関する指針は整備され明文
化されており、入所時に説明を行っている。
入所後、経過と共に刻々と状態や気持ちが変
わっていくため、定期的に継続して職員への
勉強会やミーティングを実施している。利用
者や家族の意向を尊重できるよう家族・職員
が方針を共有しながらその都度適切な対応が
できるよう努めている。

応急手当、事故発生時の対応については社内
研修を行っており、緊急連絡表は掲示し、ま
た緊急時応対表を作成して緊急時に備えてい
る。

35

入居時の説明や家族会で当ホームの重度化や
終末期に向けた方針の説明を行っているが、
利用者の病気の状態や対応についてはその都
度医師・家族・管理者間の話し合いで治療の
方向性を定めている。

32

かかりつけ医の選択は本人家族の意向を尊重
している。受診に関しては受診票を作成し、
医療機関への情報提供を行っており、かかり
つけ医よりの返信や指示は介護計画に反映し
ている。

34

入退院については病院の医療連携室と情報交
換や相談が出来ている。入院時には看護師が
付き添い状況を説明し、退院時には退院指導
を受け今後の介護に備えるなど良い関係が出
来ている。

14

看護職と介護職は日常十分情報交換を行って
いる。毎日のバイタルチェックで問題があれ
ば看護職に報告し対応を確認している。看護
職は異常報告・異常発見があれば担当医に連
絡し、適切な診療が受けられるようにしてい
る。

―

31

ホームの催事には舞踊や紙芝居のボランティ
アの訪問を受けている。また、訪問理美容を
利用している。運営推進会議では包括支援セ
ンターや地域の民生委員や区長と交流を深
め、地域資源の協働を心掛けている。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

普段と違う言動には何かがあるのでは？と注
意を傾け、言葉を掛けている中で、その方の
思い（希望・願望等）が出てくるので、傾聴
しながら、共感し、理解を示すことが、その
方の安心感につながっている。

―

38

利用者の方は皆、人生の先輩であり、一人ひ
とりの人格や個性を尊重し、思いやりのある
介護を目指し実践している。例えば、訪室時
は、必ずドアノック、声掛けをし、応答を確
認後、入室している。入浴時やトイレ使用時
も同様で、出来るだけ周りからの目に触れな
いように配慮をし、介護に携わっている。

17

新人教育や各種研修会を実施し、個人の尊
厳・個人情報、プライバシー守ることの大事
さを指導している。また、声かけや言葉遣
い・接する態度などでおかしい時はその都度
話し合い、職員自身に振り返りをさせるよう
にしている。職員も自己評価チェック表を使
い、気づいていなかった点を確認するなど熱
心に取り組んでいる。

41

入浴等での更衣の衣類については、一緒に相
談しながら選んでいるが、自己決定の支援か
らも、出来る限り本人自身で選んで頂いてい
る。また、身だしなみの支援として理美容が
利用できるように訪問理美容サービスとの調
整を行っている。

40

利用者の方は、今までの生活習慣や病気によ
る体調の違いもあるが、出来る限り、その方
の希望、好み等を尊重し、その人らしさを大
切にしている。唄うのが好きな方、毎日散歩
される方、日中は床に布団を敷いて休息され
る方等、その方の一番の好みと持ち味を活か
した生活が送れるよう支援している。

―

42

―

職員と利用者は食事の準備や片付け等を一緒
に行っている。介助が必要な方、食事が途切
れがちな方やほぼ自立の方まで、職員は圧迫
感のない位置から温かく接して声かけを行っ
たりテーブルには花を飾るなど楽しい雰囲気
作りを心がけている。食卓を囲んでいる利用
者の方々は安心して食事を楽しんでいる。

利用者にはそれぞれ出来る範囲で食材の下ご
しらえや茶碗洗いなどを手伝っていただいて
いる。また、検食の職員が一緒に食卓を囲
み、和やかな雰囲気作りも心掛けている。

18

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

年に二回消防署の協力を得て夜間想定の避難
訓練や消火器による消化訓練を実施してい
る。また、運営推進会議では事業所の防災計
画をベースに近隣の協力体制について話し
合っている。

16

消防署の立会いのもと、年２回総合防災訓練
を実施している。訓練はユニット毎に行い、
地域住民等にも参加を呼びかけるなど積極的
に行なっている。普段も防火や自然災害への
意識は高く、様々なケースを想定して検討す
るなど職員全体で取り組んでいる。災害用備
蓄品に関しても、事業所に必要なもの、地域
と共有できるものなど町と協議を重ねながら
計画を立てながら行なっている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

44

口腔ケアは、起床時と毎食後の１日４回の歯
磨き支援を行っている。また、週１回の訪問
歯科による口腔内の検査、処置等で口腔内の
清潔は保持できている。

日・水曜を除き入浴が可能で、週２回の入浴
を設定しているが、利用者のその日の気持ち
や体調などに応じて柔軟に対応している。入
浴を嫌がられたりするケースでは無理はせ
ず、表面的な現象だけを捉えるのではなく何
が原因なのかを分析し、隠れた原因を考えて
いくよう話し合いを行っている。

本人の希望はもちろん、入浴が苦手な方も職
員の声掛けにて本人同意の下に入浴されてい
る。全員介助が必要だが、安全に入浴してい
ただいている。また入浴は、長くコミュニ
ケーションが取れる場でもあり、職員にとっ
ても、より本人を理解できる良い機会として
活用している。

1945

排便後の拭き取りが不充分な方やズボン等の
上げ下げの必要な方には清潔保持の為、介助
が必要な時もある。しかし、排泄パターン表
を参考に排尿誘導しているので、尿失禁は減
少。現在も、日中は、全員がトイレ排尿であ
る。(夜間はお一人だけ自室でポータブルを
使用している)

全体的に便秘や便秘がちの方が多い。
食事内容や水分摂取も含め、室内での体操や
昇降運動、散歩等、身体を動かす事で便秘改
善を図っているが、今のところ目立った効果
は分からない。医師の指示により便秘解消の
内服薬や座薬で対応せざるを得ないこともあ
る。

―

20

46

47

―

43

１日の食事や水分摂取量が、一目で分かるよ
うにパターン表に記録している。水分摂取に
は特に気を配っている。野菜が苦手な方には
刻んだり、魚もほぐすと食べる方もいるの
で、ちょっとした工夫を大切にしている。毎
月体重測定し、増減をチェックして健康管理
にも役立っている。

職員は個々の排泄パターンや利用者の様子か
ら声かけを行い、本人の羞恥心やプライドを
さりげなくもしっかりと支えている。介護用
品の使用開始や種類の選択に関しても、利用
者の重度化が少しづつ進むなかで一人ひとり
の介助方法を話し合い適切な判断のもと進め
ている。

―

―

48

日中は戸外にて短時間の散歩を楽しみ、室内
では体操等で身体を動かし、好きな音楽を聞
いたり、唄ったり、他者とのコミュニケー
ション等で楽しい１日になれば、心地よい疲
労も安眠に繋がるよう努力し、支援してい
る。また食後は、自ら短時間ベッドにて休息
を摂られる方もいる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

21

季節毎の花見の外出は恒例になっており、菜
の花、桜、バラ、コスモスなど施設の車で見
物に出かけている。お天気が良ければ近所の
散歩コースを歩くのが日課である。毎週家族
同伴で外出される方もあり、それぞれの方の
様々な外出も気分転換になっている。

49

処方説明書は職員に公開している。新しい処
方や変更はその都度申し送りで職員に周知徹
底を図っている。各人には服薬終了まで見届
けパターン表に介助者記名をし、忘れや誤薬
に気をつけている。

―

52

今現在、お金を持ちたいと言う強い欲求や使
いたいと言う願望は聞かれないので本人によ
る金銭所持は行っていない。ただし、私物な
どの購入を希望される場合は家族よりお金を
預り必要に応じて利用できるようにしてい
る。

51

50

家事のお手伝いを役割の一つとして取り入れ
支援している。自室掃除の方、歩行練習を兼
ねた手すり拭きの方、洗濯物たたみの方、食
事の下ごしらえの好きな方等、それぞれご自
分の得意分野を日課とされており、活き活き
とした笑顔も見え、楽しみにされている。

―

事業所の周辺は、交通量も少なく田んぼや古
い民家が点在するなど落ち着ける環境で、安
心して気軽に散歩ができる。散歩はほぼ毎日
行い、外食やドライブなどは家族の協力を得
ながら送迎などを支援している。

22

利用者が集まる食堂はゆったり作られてお
り、近くのトイレもカーテンでわからないよ
うに工夫されている。事業所自慢のウッド
デッキがあり、気候の良いときは景色を眺め
たり、お茶の時間に活用されている。

53
当ユニットでは、電話をかける方や手紙を書
かれる方は少ないが、本人の希望があれば必
要に応じ支援している。

54

室温、湿度、採光等を配慮し、快適な生活を
第一に考え、また、懐メロやクラッシク等の
音楽を流し、音による癒しも大切な空間の大
きな役割の一つに考えている。玄関やリビン
グは､花で飾り、壁には戸外に出掛けた時
や、季節毎の催しの写真や職員手作りの飾り
等も毎月あり、明るく楽しくなるような環境
づくりを行っている。

―

―
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福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

―

居室には、本人愛用の箪笥や使い慣れた品々
があり、レクでの自身の作品（折り紙、塗り
絵、計算問題等）や写真等も飾ってある。ま
た身体の状態によっては、リビングからでも
確認できる位置を確保する為、本人の了解の
下、ベッドの位置や向きを変えることもあ
る。

各部屋それぞれ長年使われていた家具や家族
との写真など思い出の調度品があり、その方
の人生に触れることができる。カーテンなど
も何色か色違いにしつらえており、採光や空
調管理もよく配慮されていて、落ち着いて過
ごせる部屋となっている。

57

杖や歩行器や車椅子使用の利用者が、安全に
歩行し移動出来るように、床の水滴や小さな
ゴミ等の有無にも注意を払い、障害物がない
ように安全な環境づくりをしている。また、
居室のベッドは全て電動ベッドを使用してお
り、高さや傾きは、その方の状態に合わせて
いるが、安全上就寝中は低くしている。

56

55 ―

23

利用者同士の居心地の様子は常に観察を行
い、交流のためやトラブル回避のためなどを
考えて席の配置を考慮し、穏やかで居心地の
良い環境を考えている。また、ウッドデッキ
や庭の見える位置に席を設け一人くつろいで
もらうこともある。
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福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

ー

ー

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

ー

ー

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

ー

ー

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

ー
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福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

ー

ー

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

ー

ー

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

ー

ー
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福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

6

地域密着の事業所として、利用者は同じ町内
の住民であるため町内の敬老会にも出席させ
てもらっている。散歩中は顔見知りの方から
お花をいただいたり声をかけていただいたり
暖かく良い関係が出来ている。

3
事業所の職員が行っている地区の高齢者対象
の脳トレーニング教室を継続しており、地域
の高齢者の暮らしに役立っていると思う。

5

5

―

毎月行っているミーティングでも積極的に重
要議題としてに取り上げている。玄関やベラ
ンダの網戸にて開放し、抑圧感のない暮らし
をめざしている。

平成２３年より発足した粕屋町主催の福祉
ネットワークの集まりに参加しており、地域
関係者との面識も出来て良い協力関係が出来
ていると思っている。

2

外部評価

理念は職員間の公募で定め施設ホールに掲示
している。毎朝の申し送り時に唱和し、職員
全体に意識づけを行っている。

4

4

会議では利用者の現況報告支援の取り組みに
ついて報告している。また、助言を受けサー
ビスに反映させたり評価についての説明や報
告も行っている。

3

1

2

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】
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福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7

年間研修計画を定めミーティングで内部研修
に取組んでいる。介護現場で起こり得る事例
などについても話し合いを行い不適切なケア
の防止に取り組んでいる。

11
毎月の定例ミーティングでは代表者も必ず出
席し、職員との意見交換が出来ており業務運
営に反映させている。

8

12

３ヶ月に１回程度の職員は自己評価を行い管
理者へ提出し、職員の勤務状況や勤務意欲な
どを把握する。また、必要に応じて面談を通
じ助言行ったり、時には懇親会を催すなど職
場環境の整備に努めている。

―

9

入所時の契約は利用者や家族と対面し、項目
毎に説明を行い、質問を受けながら理解を深
め納得を図っている。また、重度化や将来の
経済的な不安などについても話し合い理解を
深めている。

―

10

家族会や家族来所の折に出来るだけ親しく声
をかけ、意見を聞いたり思いを汲み取るよう
にしている。また玄関にはご意見箱を設置し
ており自由に意見を受け付ける準備がある。

7

8

職員は研修計画に沿ってミーティングで研
修。ご家族にも家族会において制度について
の説明を行っている。当施設には入所後に成
年後見人制度を利用した方があり、職員は弱
者を守るための制度についても理解を深めて
いる。

―

6
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福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17

利用者本人の生活暦や習慣などの理解を深
め、本人の思いに耳を傾けることを第一と
し、笑顔が見られるサービスを心掛けてい
る。

―

18
利用者本人と家族との関係を理解した上で家
族の思いを受け止め、双方それぞれの不安が
無い関係作りを心掛けている。

―

15

各職員の力量や介護意識・知識を把握し、
個々に助言・指導を行っている。機会を捉え
ては外部研修の照会や研修参加を応援してい
る。

―

16

粕屋町のケアマネージメントネットワークの
集いでは同業者と交流が出来て意識の向上が
図れる。また、当事業所は別事業所のグルー
プホームがあり、交流により得られる知識な
どによりサービスの向上に役立っている。

―

14
年間研修計画としてミーティングにて人権に
ついての研修を行っており、利用者、職員そ
れぞれの人権尊重を確認している。

13

職員採用については、応募者はすべてその対
象とし、個性や長所を大切に考え採用。本人
の能力が発揮できるよう人材育成に努めてい
る。

9

10
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福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

―

23

いつも見守りを心掛け性格や好み相性などを
考えて座席を定め、利用者同士が和やかに過
ごせるように配慮している。利用者間のトラ
ブルも職員が仲介し共に生活が楽しめるよう
に努めている。

―

24

入院で一時支援から外れるが入院中の本人を
見舞ったり、家族と連絡を取り経過を見守
り、退院後の方針などフォローを続けてい
る。

―

22

各利用者のこれまでの家族関係や交友関係を
理解し、アルバムを見て話題づくりをした
り、年賀状作りを手伝ったりして、馴染みの
人とのつながりを大切にしている。

19

本人・家族にそれぞれ面談を行いそれぞれの
思いを理解した上で、そのときに応じた介護
の優先順位を定めプランを立ててサービスの
実施を行っている。

11

―

21

毎月の朝茶通信でホームでの生活状況を報告
し、入所中の様子の理解を求め、必要な支援
については協力をお願いしている。家族来所
の折の面談も心がけ、家族との協力体制を大
切にしている。

20

本人できることや好きなことを知り、日常生
活に反映させ、家事手伝いをしていただいた
り、楽しくレクを行ったり、共に過ごす支援
を行っている。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

―

―

13

30

医療受診は本来家族対応になっているが緊急
時や家族対応不可の場合は職員が対応してい
る。普通食摂取困難者にはきざみやとろみ食
の提供、男性職員による入浴介護拒否の利用
者にはシフト業務変更で対応している。

28

介護計画は毎月のミーティングで問題点につ
いて話し合いをしたり、利用者担当職員やケ
アマネで討議を行い計画を立てたり、見直し
を行ったりしている。

29

生活パターン表でその日の生活リズムを把握
し、行動の詳細については介護記録に記入、
内容を共有して問題があれば計画の見直しを
している。

―

27

申し送り、ホーム日誌、生活パターン表、介
護日誌により現状の把握を行っており、一部
担当制も実施し細かい観察や状況の把握に努
めている。

―

26

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

12

入所時出きるだけ詳しく生活暦を聞くように
している。また、入所前本人の家族に回想
ノートの記入をお願いしている。医療面では
医療情報提供書により病状を把握している。

25
利用者の思いを傾聴し、表情や素振りで本人
の思いを読み取ったり、いくつかの選択を提
示するなど本人本位の支援に努めている。
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

看護職と介護職は日常十分情報交換を行って
いる。毎日のバイタルチェックで問題があれ
ば看護職に報告し対応を確認している。看護
職は異常報告・異常発見があれば担当医に連
絡し、適切な診療が受けられるようにしてい
る。

31

ホームの催事には舞踊や紙芝居のボランティ
アの訪問を受けている。また、訪問理美容を
利用している。運営推進会議では包括支援セ
ンターや地域の民生員や区長と交流を深め、
地域資源の協働を心掛けている。

―

32

応急手当、事故発生時の対応については社内
研修を行っており、緊急連絡表は掲示し、ま
た緊急時応対表を作成して緊急時に備えてい
る。

35

入居時の説明や家族会で当ホームの重度化や
終末期に向けた方針の説明を行っているが、
利用者の病気の状態や対応についてはその都
度医師・家族・管理者間の話し合いで治療の
方向性を定めている。

かかりつけ医の選択は本人家族の意向を尊重
している。受診に関しては受診票を作成し、
医療機関への情報提供を行っており、かかり
つけ医よりの返信や指示は介護計画に反映し
ている。

34

14

33

36 ―

15

―

―

入退院については病院の医療連携室と情報交
換や相談が出来ている。入院時には看護師が
付き添い状況を説明し、退院時には退院指導
を受け今後の介護に備えるなど良い関係が出
来ている。
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

年に二回消防署の協力を得て夜間想定の避難
訓練や消火器による消化訓練を実施してい
る。また、運営推進会議では事業所の防災計
画をベースに近隣の協力体制について話し
合っている。

16

―

利用者にはそれぞれ出来る範囲で下ごしらえ
や盛り付けなど参加していただいている。検
食の職員が一緒に食卓を囲み、和やかな雰囲
気作りも心掛けており、全員が楽しく食事で
きる事が一番の支援だと思っています。

18

41

更衣の服選びでは本人の好みを大切に考え、
出来るだけ利用者と一緒に選んでいる。ま
た、訪問理容のサービスを定期的に行ってい
て、身だしなみへの支援を行っている。

40

利用者の生活習慣や健康状態などを考慮し、
日課を考えている。また、その方の希望や好
みも尊重し、その人の好みや持ち味を活かし
た生活が送れるように支援している。

―

42

38

施設の理念の中にある「人格尊重と思いや
り」を基本に各人利用者の誇りを大切にし、
プライバシーの確保に留意している。「言葉
づかいは、心づかい」と考え「です」「ま
す」の言葉で対応を心掛けている。

17

39
利用者と会話が進む環境づくりを心掛け、
ゆっくり傾聴し、表情や言葉から希望や思い
を汲み取るように心掛けている。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

―44
食後は全員歯磨き誘導と介助をしている。週
一回訪問歯科の検診があり口腔内の清潔を心
掛けている。

48
就寝や起床の時間は特に定めていない。その
人の習慣やその時の体調などで自由に休息や
睡眠をとっていただいている。

43

生活パターン表で食事・水分の摂取量は把握
できており、必要に応じ食事形態を考えた
り、補助食品を家族に相談したりすることも
ある。

タイミングを考えて入浴に誘い快く入浴をし
ていただくようにしている。入浴介助は利用
者の習慣や希望を大切にして個々人に沿った
入浴支援を行っている。

1945

排泄パターン表を参考にしながら排泄誘導を
行っている。夜間のみポータブルトイレを使
用される方もあるが、日中は全員トイレへ誘
導し、自立に向けた支援を行っている。リハ
ビリパンツから布製パンツに替えることが出
来た利用者もいる。

排泄パターン表で排泄状態を把握し、医療的
な対応も行うが、食事の内容や水分摂取も含
め体操・散歩など身体を動かし便秘の予防を
心掛けている。

―

20

46

47

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

54

室温、湿度、採光等は、こまめにチェックし
ている。音による癒しも大切と考え、懐メロ
やクラッシク等の音楽を流したり、玄関やリ
ビングは､季節の花を生けたりして、居心地
良い環境づくりを心がけている。

22

53

電話をかける方は少ないが、本人の希望があ
れば応じている。また、年賀状や暑中見舞い
などは職員が手伝いながら作成を支援してい
る。

52

家族とも相談の上、原則的に金銭の所持は無
い（盗られ妄想などトラブルの原因となる）
ただし、例外的に金銭を所持されている方も
あり、たまには近くのスーパーなどに職員同
伴で買い物に出かけることもある。

51

―

21

季節毎の花見の外出は恒例になっており、菜
の花、桜、バラ、コスモスなど施設の車で見
物に出かけている。お天気が良ければ近所の
散歩コースを歩くのが日課である。毎週家族
同伴で外出される方もあり、それぞれの方の
様々な外出も気分転換になっている。

50

各利用者の日常生活動作の中で出来ることや
好きなレクなどのチェックを行い、可能性の
確認をして、日課の中に活用できるよう職員
ミーティングで話し合いを行った。毎日の暦
の担当や花の水やり担当など役割作りも行っ
ている。

―

49

処方説明書は職員に公開している。新しい処
方や変更はその都度申し送りで職員に周知徹
底を図っている。各人には服薬終了まで見届
けパターン表に介助者記名をし、忘れや誤薬
に気をつけている。

―
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自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

室内用車椅子、シルバーカー、杖など利用し
て安全且つ自立を目標に生活動作の支援を
行っている。また、ホール、廊下、風呂、ト
イレは手すりを設置し、風呂・トイレには分
かり易い表示を行っている。

56

55 ―

23

利用者同士の居心地の様子は常に観察を行
い、交流のためやトラブル回避のためなどを
考えて席の配置を考慮し、穏やかで居心地の
良い環境を考えている。また、ウッドデッキ
や庭の見える位置に席を設け一人くつろいで
もらうこともある。

―

入居時に馴染みの家具や身の回りの物の持参
を勧めている。危険性や使い勝手など家族と
相談しながら配置を決め、利用者と一緒にお
部屋の掃除をすることもある。
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福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

ー

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

ー

ー

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

ー

ー

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

ー

ー
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福岡県　グループホーム朝茶Ⅱ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年12月3日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

ー

ー

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

ー

ー

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

ー

ー
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